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平成２９年度第４回庁議 会議録 

 

［日 時］平成２９年７月５日（水）１４時３０分～１５時３５分 

 

［場 所］庁舎応接会議室 

 

［出席者］市長、副市長、教育長、参与及び各部局長 

     市民部総括次長、建設部総括次長 代理出席 

     農業委員会事務局長 欠席 

 

［会次第］ 

 １ 市長あいさつ 

 ２ 議題 

（１）平成２８年度決算状況について（企画部） 

（２）平成２８年度水道事業会計・工業用水道事業会計決算状況について（水道局） 

（３）平成２９年度３か年実施計画について（企画部） 

（４）指定管理者制度の検証と今後の方針について（総務部、経済部） 

 ３ 協議事項 

（１）「Hello！NEW（ハローニュー）プロジェクト」について（市長） 

（２）部局執行方針における重要・懸案事項の進捗管理について（市長） 

（３）新居浜市総合戦略の進捗状況について（企画部） 

４ 連絡事項 

（１）新居浜市市制施行８０周年記念事業について（企画部） 

（２）地方公営企業法適用移行事務について（環境部） 

 

 

１ 市長あいさつ 

６月議会も終了したが、皆さん、対応ご苦労さまだった。 

さて、先月２３日に庁舎１階ロビーで「新居浜市シティブランド戦略宣言イベント」

を開催したが、これはシティブランド戦略を具体的に推し進めていく第一歩に過ぎな

い。今後も、若い世代の職員を中心に様々な新しいことに取り組み、市役所から「Ｈ

ｅｌｌｏ！ＮＥＷ（ハロー、ニュー）」をどんどん発信してまいりたいと思うので、よ

ろしくお願いしたい。これについては、後ほど具体的に述べさせていただく。 
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また、「まちづくり校区懇談会」が、一昨日の多喜浜校区から始まっている。市民の皆

様の生の声を聞くことのできる貴重な機会であるので、より多くの職員が参加できるよう、

皆さんからも周知、声掛けを行っていただきたい。 

 

 

２ 議題 

（１）平成２８年度決算状況について（企画部） 

市長 

 

 

 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議事に入る。 

「平成２８年度決算状況について」、企画部から説明をお願い

したい。 

 

平成２８年度決算の状況について説明する。 

まず、一般会計であるが、歳入決算額は４８３億１６万２千円、 

歳出決算額は４６７億９，２３０万４千円で、形式収支は１５億

７８５万８千円の黒字となっている。この形式収支から平成２９

年度への繰越一般財源を差し引いた実質収支は、１１億９９２万

７千円となり、４８年連続の黒字決算となっている。  

次に、主要な基金の状況であるが、財政調整基金、減債基金、

公共施設整備基金ともに、平成２７年度末と比べ減少しており、

平成２８年度末の現在高は、財政調整基金が８億８，０００万円

減の４２億６，８０４万６千円、減債基金が約１億２，０００万

円減の、４億９，７０２万８千円、公共施設整備基金が約２億３，

２００万円減の９億４４０万５千円となっている。 

次に、特別会計であるが、住宅新築資金等貸付事業、介護保険

事業、後期高齢者医療事業、工業用地造成事業については、黒字

決算、その他の会計では収支ゼロとなっている。 

最後に、市債の現在高であるが、一般会計が４８３億５，０６

１万２千円、特別会計が３６１億４，２０９万９千円となってお

り、一般会計、特別会計の合計は８４４億９，２７１万１千円で、

平成２７年度に比べ約７億４，４００万円減少している。 

また、数値が出たばかりであるが、主要な財政指標である実質

公債費比率は、４.９％と平成２７年度に比べ１.１ポイント改善

しており、地方債の発行が制限される１８％を大きく下回り、県

内でもトップクラスに位置している。 

このようなことから、平成２８年度決算を踏まえた本市の財政
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市長 

 

 

企画部長 

状況は概ね健全性が保たれていると判断しているが、法人市民税

の減収や各種基金の減少など不安材料を抱えており、今後の財政

運営には留意が必要であると考えている。 

 

 実質公債費比率４.９％は県内トップクラスとのことだが、県内

他市との比較を示してほしい。 

 

 平成２８年度の状況について取りまとめて報告する。 

 

（２）平成２８年度水道事業会計・工業用水道事業会計決算状況について（水道局） 

水道局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道局から、平成２８年度水道事業会計及び工業用水道事業

会計の決算の概要について説明する。 

まず、水道事業会計の業務量については、給水人口は１１６，

０３０人で対前年比３３２人の減、給水戸数は５４，８８８戸で

２８１戸の増となっている。 

年間の有収水量は、給水人口の減少に伴い５万６，１８６立方

メートル減少しており、使用量の減少が続いている。有収率は９

３．５％で前年度を若干上回った。 

 収益的収支は、収入が１８億２，６８７万４千円、支出が１５

億７，２１２万８千円で、純利益は対前年比９，３５９万１千円

減の２億５，４７４万６千円を計上した。 

資本的収支は、収入が７億１９１万７千円、支出が１３億５，

３２４万９千円で、不足額６億５，１３３万２千円は減価償却費

等の損益勘定留保資金などで補塡した。 

次に、工業用水道事業会計の業務量については、給水会社数、

契約水量に変更はなく、料金算定分の有収水量は６５万２，４０

０立方メートルの減少となっている。 

収益的収支は、収入が２億４，０９２万８千円、支出が１億６，

１６２万円で、純利益は対前年比１，６８６万１千円減の７，９

３０万８千円を計上した。 

 資本的収支は、収入が１億円、支出が２億５，５３１万９千円

で、不足額１億５，５３１万９千円は、損益勘定留保資金等で補

塡した。 

以上、両会計とも収益的収支は黒字決算となっているが、水道

会計は有収水量の減少が続いていることから、今後も収入の増加
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は見込めず、また、水道事業、工業用水道事業ともに老朽施設の

更新と耐震化、安定供給のための施設整備が必要となることか

ら、今年度実施するアセットマネジメント及び経営戦略策定の結

果に基づき、計画的かつ効率的な経営を推進してまいりたい。 

 

（３）平成２９年度３か年実施計画について（企画部） 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

「平成２９年度３か年実施計画内示総括表」をご覧いただきた

い。 

まず、全体事業費であるが、平成３０年度は約１６３億７，０

００万円と、対前年度比１６億１，２００万円の減となっている。

これは、総合防災拠点施設建設事業が２６億１，７００万円増加

した一方、清掃センター改修事業が１３億９，１００万円、地域

総合整備資金貸付事業が７億４，３００万円、公営住宅建替推進

事業が５億４，０００万円減少したことなどがその要因となって

いる。 

また、平成３１年度は１６１億１，２００万円と対前年度比２

億５，８００万円の減となっている。これは、斎場施設整備事業

が２億３，５００万円、汚水処理施設共同整備事業が６億９，３

００万円増加した一方、総合防災拠点施設建設事業が１３億２，

６００万円減少したことが主な要因となっている。 

次に、部局別の内示状況であるが、部局別に主な増減の内容を

整理している。上段が全体の事業費、下段が一般財源となってい

る。その下が年度別の増減内容、特記事項となっている。後ほど

ご確認いただきたい。 

なお、庁内での合意形成に至っていない事業については、昨年

同様、原則ゼロ査定としており、来年度当初予算要望までに政策

会議などで意思決定をお願いしたい。 

また、個別の事務事業ごとの査定額については、本日の庁議終

了後、共通フォルダ内の予算フォルダに掲載することとしてお

り、よろしくお願いしたい。 

 

 質問・意見等なければ、平成２９年度３か年実施計画について

は、先程説明のあったとおりとする。 
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（４）指定管理者制度の検証と今後の方針について（総務部、経済部） 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成２９年度指定管理者制度運用の手引」３ページの表をご

覧いただきたい。 

指定管理者制度については、平成１６年度からくすのき園、平

成１８年度から総合福祉センター等３６施設に導入後、平成２９

年度までに、慈光園、総合文化施設・美術館、観光交流施設等の

施設に導入してきたが、くすのき園の民間移管、西原中須賀駐車

場の廃止等があり、現在４２施設に導入している。 

今年度は、年度末に指定期間が満了する「新居浜市商業振興セ

ンター」、「新居浜市森林公園ゆらぎの森」の２施設について指定

管理者の候補者の選定を行う。 

指定を継続する施設は、指定管理者制度導入の成果などについ

て検証を行い、来年度以降の方針を決定するとともに、引き続き

指定管理を行う場合には、指定期間、募集方法などについて決定

する必要がある。 

既に、施設担当課である産業振興課、運輸観光課において、ス

ケジュールに沿って、利用者のアンケート調査の検証などを踏ま

えたこれまでの評価、今後の方向性などについて、検討していた

だいている。 

資料の「４ 指定管理者制度の評価と再指定の在り方」である

が、再指定に当たっては、この「評価」に対する考え方をしっか

りと整理し、次の指定に反映させることが重要となってくる。利

用者満足度調査の結果や監査の指摘事項等を業務の改善に生か

し、市民サービスの質の更なる向上に向けた検討を行い、次回の

指定につなげていくことが不可欠であると考えている。 

その他、指定に際しての具体的な留意事項は、施設担当課には

既に説明済みであるので、詳細な説明は省略する。資料は後ほど

お目通し願いたい。 

次に、今後のスケジュールについて簡単に説明する。 

現在まで、施設担当課において、これまでの実績、成果につい

て検証・評価を行い、今後、指定管理者制度を継続するかどうか

を検討していただいている。本日の庁議での検討結果をもって、

市長までの決裁をいただき、最終決定としたいと考えている。 

 また、施設担当課で募集要項を作り、８月号の市政だより及び

ホームページにおいて、指定管理者の公募について広報を行い、
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経済部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

併せて、応募を受け付けていただく。 

 次に、９月から１０月にかけて候補者選定委員会を開催し、候

補者の選定を行うが、１２月議会のスケジュールに合わせ、１０

月末頃には候補者を決定する方向で進めたいと考えている。ま

た、平成２９年度以降の予算措置についても、この段階で検討し

ていただきたいと思っている。 

その後、１２月議会に指定管理者の指定の議案を上程し、議会

の議決を経た後、指定管理者の指定の告示、協定の締結等を行い、

４月から、現在の又は新たな指定管理者による指定管理を行って

いくこととなる。 

本日の庁議において、経済部から各施設の指定管理者制度導入

の成果や今後の方針案を説明していただき、その方針案について

検討し、決定されれば、このスケジュールに従って、事務を進め

ていくことになるので、よろしくお願いしたい。 

 

経済部からは、今年度末で指定管理期間が終了する商業振興セ

ンター及び森林公園ゆらぎの森について説明する。 

まず、新居浜市商業振興センターは、商業の振興及び商店街の

活性化を図るため、平成９年４月に開館し、平成１８年度から指

定管理者制度に移行している。現在の指定管理者は、平成２６年

度の公募により、期間を平成２７年度から平成２９年度までの３

年間として、新居浜商店街連盟が管理運営を行っている。 

指定管理者制度の検証として、現在の指定管理者の経営努力、

サービスの向上、利用促進により、利用者数については前指定管

理者の平成２３年度３８，２２９人に対し、平成２８年度４１，

０４２人、利用料金についても平成２３年度４５５万円に対し、

平成２８年度６２３万円と増加している。また、利用者アンケー

トにおいても、建物、清掃、接遇等について、「満足」「普通」と

の回答が９割を超えるなど、高い評価をいただいている。 

このようなことから、商業振興センターに関しては、指定管理

者の経営努力により来場者、利用料金ともに増加が見込めるた

め、来年度以降も公募による指定管理者制度を継続したいと考え

ている。指定期間については、新居浜市、新居浜商店街連盟、新

居浜商工会議所の３者によって中心商店街活性化の協議が持た

れ、現在「産直市」の試行営業を実施し、新居浜市商業振興セン

ターの更なる有効活用を検討している状況であり、その検討結果
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市長 

 

次第では、指定期間５年とした場合、支障が発生する可能性があ

るため、３年にしたいと考えている。 

次に、森林公園ゆらぎの森は、平成１１年７月に開館し、平成

１８年度から指定管理者制度に移行している。現在の指定管理者

は、平成２６年度の公募により、期間を平成２７年度から平成２

９年度までの３年間として、森実運輸株式会社が管理運営を行っ

ている。 

指定管理者制度の検証として、まず経費については、平成２６

年度と比較すると１２３万２千円の増額となっているが、これ

は、前回の指定管理者募集の際に、厨房機器等リース料相当額を

市が負担することに改めたことによる増額分である。 

次に、利用状況については、料理コンクールで入賞した料理を

提供したこと等による「オーベルジュゆらぎ」の人気の高まりや

季節ごとのイベントの定着等、指定管理者の努力に加え、平成２

７年度には、「新居浜ぐるっと満喫プラン」の宿泊施設として事

業展開したことにより、宿泊数の大幅な増加につながり、利用者

数は前指定管理者の平成２３年度１９，８７０人に対し、平成２

７年度２２，５００人、利用料金についても平成２３年度１，７

２１万円に対し、平成２７年度２，２５９万円と増加傾向にある。 

また、「新居浜ぐるっと満喫プラン」におけるアンケート結果

においても、「宿泊施設の満足度」において、９７％の方から「大

変良い」、「良い」との高い評価を得ている。 

今後の方針としては、森林公園ゆらぎの森を引き続き別子山地

域の観光拠点施設として位置づけ、飲食部門のＰＲ強化はもとよ

り、地域性を活かした特色ある季節のイベントの充実、新たな宿

泊付き旅行商品の造成や二次交通対策等の実施により、年間を通

じ利用していただく施設となるよう指定管理者とともに検討し

ていく必要があると考えている。 

指定管理者の募集については前回同様に公募とし、指定期間に

ついては、現在、別子山地域の観光振興について旧別子観光セン

ターの跡地活用等との整合性を図っていく必要もあることから、

３年間としたいと考えている。 

 

質問等なければ、指定管理者制度の今後の方針については、先

程説明のあったとおりとする。 

 



8 

 

３ 協議事項 

（１）「Hello！NEW（ハローニュー）プロジェクト」について（市長） 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済部長 

 

 

 

企画部長 

 続いて協議事項に入る。 

 まず、「Ｈｅｌｌｏ！ＮＥＷ（ハローニュー）プロジェクトに

ついて」、私から申し上げる。 

 シティブランド戦略を推進するためには、職員一人ひとりが積

極的に「新しいコト」に取り組んでいかなければならない。 

 先月には、職員研修を実施するとともに、２３日には庁舎１階

ロビーにおいて、先程も申し上げたが「新居浜市シティブランド

戦略宣言イベント」を開催した。 

 職員の皆さんに理解を深めていただくとともに、市民の皆様に

対しては一定のアピールができたものと思っている。 

 今後は、「Ｈｅｌｌｏ！ＮＥＷ」のスローガンのもと、「新しい」

を「チカラ」にして、全庁を挙げて前向きにチャレンジしていく

ことが重要であり、まずは職員から意識を変え、行動に移し、「新

しいをチカラにするまち新居浜」の実現に向けて積極的に取り組

むことが必要になってくる。 

このことから、今回、シティブランド戦略の趣旨に合致した、

新たな事業・取り組みについて、各部局より提案いただきたいと

思う。 

これまでの事業にとらわれることなく、全く新しい視点からの

事業、新しい試み等、「Ｈｅｌｌｏ！ＮＥＷ」な取り組みを期待

している。若い世代の職員の意見も汲み上げながら、各部局内で

十分協議していただくようお願いする。なお、予算を伴う「事業」

に限らず、予算を伴わない「取り組み・変革」でもかまわない。 

提案の数の制限は行わないが、各部局必ず１項目以上とし、８

月２８日（月）に開催予定の次回庁議において発表いただくので、

よろしくお願いしたい。 

庁議終了後、画面に表示している様式を事務局よりメール送信

させるので、この様式にて総合政策課まで提出いただきたい。 

 

 今回提案する事業というのは、平成３０年度からという取り組

みになるのか、平成２９年度中から始めるものか、それともどち

らでもよいのか。 

 

 どちらでもかまわない。直ちに取り組めるものであれば進めて
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教育長 

 

 

 

 

 

企画部長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

企画部長 

 

 

 

市長 

 

 

 

いただくし、予算を伴うものであれば当初予算ということになる

が、時期をもう少し早くしていくことも考えている。 

 

 若宮小学校の跡地活用そのものを、この「Ｈｅｌｌｏ！ＮＥＷ

プロジェクト」で取り組もうとしているが、その場合、部局横断

的に考えていくべきものだと思うので、一部局だけではなく、プ

ロジェクトチーム的なものを作って、そこで提案を挙げるような

手当をした方が良いか。 

 

 内容によっては事前に調整まで至らないものもあるかもしれ

ない。若宮小学校の跡地活用については、具体的には教育委員会

で検討委員会を立ち上げて進めることとなっており、まずは提案

いただければ企画部の方で調整を行い、進めるものは進めるよう

させていただきたい。 

 

 「シティブランド戦略の５つの指針」に合致しているような性

格のものと理解してよいか。 

 

 ということに特にこだわらなくてもよいのではないか。市役所

が変わるということも大きな前進、前向きに取り組むこととな

る。 

 

 今までにないような発想で考えていただき、どしどし提案いた

だきたい。無理な提案もあろうかと思うが、それはそれで議論し

ていただいたらよい。 

 他に質問等なければ、通知をさせていただくので、次の庁議ま

でにお願いする。 

 

（２）部局執行方針における重要・懸案事項の進捗管理について（市長） 

市長 

 

 

 

 

 

次に、部局執行方針における重要・懸案事項の進捗管理につい

てであるが、今年度第１回の庁議において、各部局の執行方針及

び重要・懸案事項を決定した。このことに関し、重要・懸案事項

のこれまでの進捗状況について、各部局からご報告をいただきた

いと思う。 

報告方法等については、企画部長からお願いする。 
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企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほど市長からお話があったように、各部局の重要・懸案事項

等の進捗管理を行うため、各部局の重要・懸案事項名及び市長の

公約を記載した管理表を準備した。 

１点目は、「最初の目標として、今年度いつまでに、どこまで、

何を行うかということ」、２点目は「７月末までの進捗状況及び

今後どうしていくかという予定」、以上２点について入力いただ

き、８月２８日（月）に開催予定の次回庁議において各部局より

報告していただくように考えている。これについても、総合政策

課から通知させていただく。 

 

 常に執行管理をしていただきながら、スピード感を持った取り

組みをしていただきたい、そういう思いでお願いさせていただ

く。今後も庁議の中で進行状況を報告していただくよう考えてい

る。 

 今回の対象は、重要・懸案事項及び私の公約であり、部局によ

っては対象となる事業がない場合もあるが、それ以外の各種事業

についてもスピード感を常に意識し、進捗管理を行いながら、事

業の推進に努めていただきたいと思っており、よろしくお願いし

たい。 

 

（３）新居浜市総合戦略の進捗状況について（企画部） 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「新居浜市総合戦略の進捗状況について」説明する。 

このことについては、４月の庁議において、各部局に対して調

査依頼をさせていただき、総合戦略の平成２８年度事業実績のと

りまとめが完了した。ご協力をいただいた部局の皆様には、大変

お世話になった。 

新居浜市総合戦略の進捗状況についての資料１ページは、人口

ビジョンと総合戦略との関係をまとめたものである。 

人口ビジョンでは、２０６０年の目標人口を９０，０００人と

し、直近の２０２０年の目標人口を１１５，５４５人としている。 

これを達成するための取り組みが総合戦略であり、その中で４

つの基本目標において７つの数値目標を定め、それを具体化した

３１の施策において３７のＫＰＩ（重要業績評価指標）、さらに

は１００の具体的な事業、取組という体系である。  

２ページでは、目標人口は国調人口がベースとなっているが、
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次回の国勢調査が平成３２年になることから、それまでの間は住

基人口から国調ベースでの人口を推計し、目標人口と対比するこ

ととしている。 

その結果、平成２９年の目標人口１１８，１５９人に対して、

１１８,３９８人と２３９人上回る結果となった。 

ただし、あくまでもこれは推計値であり、目標人口とほぼ同水

準となってはいるが、今後も人口減少のスピードは加速すること

が見込まれていることから、引き続き予断を許さない状況にある

と考えている。 

３ページは、４つの基本目標で定める７つの数値目標の平成２

８年度実績をまとめたものである。数年に１度の調査結果に基づ

くものや発表時期の関係で数値の把握ができていないものもあ

るが、年間社会増減数と年間観光入込客数の２つの項目について

は、目標数値を上回っている。 

次に、４ページから９ページまでは、３１の施策において定め

る３７のＫＰＩについて、平成２８年度の実績をまとめている。

こちらについても、既に目標値を上回っている項目については赤

字で表記している。また、基本目標の数値目標及びＫＰＩについ

ては、最終年度である平成３１年度の目標値に対して、現状どう

なっているかがイメージしやすくなるようグラフ化した別紙資

料に整理させていただいている。 

１０ページは、１００の具体的な事業・取組の進捗状況につい

て実施率を示しているが、２９年度当初予算時点で、全体の実施

率は９８％となっており、１００事業のうち９８事業が着手済み

である。ちなみに、未着手の事業とは「クラウドファンディング

等を活用した企業家等への支援」と「余暇を充実させる若者向け

の娯楽施設・レジャー施設の誘致」の２事業である。 

１１ページは、総合戦略において重点施策に位置付けられてい

る６つの取組のうち、その主な事務事業の平成２９年度予算額を

まとめたものである。 

なお、総合戦略全体に対する評価としては、１０ページの１０

０の具体的な事業、取組のうち９８が着手済みであること、３ペ

ージの４つの基本目標における７項目の数値目標のうち半分以

上が達成状況にあり、また「戦略監会議」を開催した際、健康寿

命についても延伸が見込まれるということであったこと、さらに

２ページの単年度の目標人口（推計値）を若干ではあるが上回る
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企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

企画部長 

数値であることなどから、スタート後２年間の動向としては、順

調に推移しているものと認識している。 

 今後は、地方創生特別委員会及び外部有識者会議において、各

年度の事業実績に対する意見等を伺い、総合戦略の客観的な評

価・検証を行っていく。 

 また、本年は総合戦略の中間年に当たることから、過去２年間

の事業実績を踏まえ、最終年度の目標値について見直すことも視

野に入れており、関係部局においては、特に目標値を既に達成し

ている項目に対する上方修正の必要性の有無や、事業の進捗に問

題が生じているケースなどについて、ご意見等があれば伺いたい

と思っているので、よろしくお願いしたい。 

 

 様々な施策を展開していくうえで、人口というものを一番の基

本に据えないといけない要素は非常に強いと考えるが、給食セン

ターの整備に向けて、実際の児童数を見てみると、何年か前との

比較の中で毎年百数十名減少しているような傾向がある。仮に十

年先を見据えた時に、児童数は７００名から８００名位の減少と

なると予測されるが、ここでの推計の方は希望的な要素が入って

おり、減少も小幅になっているようであるが、このあたりの詰め

を行う段階で、これをそのまま生かすという対応をすべきかどう

か、頭を悩ませている。人口推計はこれを基に新居浜の十年先、

二十年先を見据えていくという確認ができていれば、これから計

画を作りやすい。共通認識を持てれば、ありがたいが、これでい

くのか。 

 

 人口減少対策として、総合戦略に基づき各種施策を展開してい

る。各施設の対象人数をどうするかということについては、詳細

な検討が必要である。もう一つは、立地適正化計画の中で、地区

ごとの人口がどのようになるのかということを踏まえていない

といけない。人口ビジョンに基づく総合戦略は、あくまで総数で

あり、地区でどのようになっていくかということ等、個別計画に

ついてはもう少し詳細に検討しなければならない。 

 

 何か、ほかで地区ごとの数値は出ていなかったか。 

 

 立地適正化計画の中で検討している。 
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 何を基準に使っていくかということを統一しておかないとい

けない。各部局をにらみ、これをベースにして計画を作っていく

というものを議論しておかないといけない。片方はこれ、片方は

これというのでは、統一性は取れない。この数値は、こうありた

いという希望であるので、これではいけない。今現在の客観的な

推計値がこうである、地区別にも出ている、というものを、企画

部の方で音頭を取って、何をベースにするのか議論してもらいた

い。 

 また、総合戦略の進捗状況は特に数値で出て来るので、目標年

次を常に意識しながら、事業に取り組むようよろしくお願いした

い。 

 

 

４ 連絡事項 

（１）新居浜市市制施行８０周年記念事業について（企画部） 

企画部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新居浜市市制施行８０周年記念事業について、報告とお願いを

させていただく。 

まず、６月２８日に開催した「新居浜市市制施行８０周年記念

事業実行委員会」の報告である。 

実行委員会では、①既に終了した事業の報告、②その結果を踏

まえて今後の記念事業につなげる改善点、③今後の直近の予定事

業の３点について協議した。 

市制施行８０周年記念事業の一覧表をご覧いただきたい。 

まず、終了した事業の報告についてであるが、「東京富士美術

館コレクション」の入場者は２万４,９８１人、「榎木孝明水彩画

展」は２万４,０７２人の方に鑑賞していただいた。また、「わん

ぱく相撲新居浜場所」では、新居浜での大会は終了しており、７

１名の参加があり、４年生から６年生の優勝者は７月３０日の全

国大会に出場することになっている。 

また、終了した事業については、ホームページにその結果や開

催の様子を掲載することを徹底した。 

２点目の今後の記念事業につなげるための改善点では、周知の

方法や時期、駐車場の案内等の反省点が出され、対応策として、

①早目に周知を行うこと、あかがねミュージアムでの事業につい

ては駐車場の案内をきちんと行うこと、②その事業に関するホー
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市長 

 

企画部長 

 

経済部長 

 

 

 

 

教育委員会事務局

長 

 

 

ムページについて、日時や場所等を伝えるだけでなく、見どころ

や途中の経過も伝えるなど、魅力が伝わるものに改善すること、

③ＳＮＳをより積極的に活用することと、ホームページのトップ

ページに市制施行８０周年記念事業を分かりやすく提示するこ

と等の提案があり、関係課で対応することとしている。 

 ３点目の直近の予定事業についてであるが、６番の新居浜が生

んだ「ジブリの動画家 近藤勝也展」については、オープンが７

月８日（土）に迫っており、前売り券の販売があさって７日（金）

までとなっていることと、今までにない空間を利用した造りで準

備が進んでいること、１８番の「新居浜発 映画制作」について

は、脚本が完成し、キャストの選定の段階に入っていること等の

報告があった。 

 次に、お願いになるが、一覧表の「人員応援要望」欄に、他の

部局の応援が必要な事業について、その人数を聞き合わせたとこ

ろで記載している。具体的には、「近藤勝也展」、「ドリーム・ベ

ースボール」、「太鼓祭りイベント」、「記念式典」、「あかがねマラ

ソン」、「映画制作」になる。近藤勝也展については応援体制を既

に整えることができたが、まだ人数がはっきりしない事業もあ

る。これらの事業については、特定の職員が何度も従事すること

のないよう配慮をお願いしたい。また、この点については、人事

課とも協議しながら、応援をお願いしたいと思っているので、各

部局のご協力をお願いいたしたい。 

 

 特に、この事業についてというものはないか。 

 

 駅前での太鼓祭りイベントについて、どのような状況か。 

 

 昨日も実行委員会を開催し、ある程度具体的になってきている

が、警察との協議がまだ済んでおらず、公表できる段階ではない。 

 日程については、１０月１５日の１３時から１６時までという

予定で準備を進めている。 

 

 「ウエイトリフティング講演会」であるが、日本ウエイトリフ

ティング協会の三宅会長とリオオリンピックの銅メダリストの

三宅選手をお迎えしての講演会を予定しているが、当初は８月位

の予定で計画していたが、スケジュールの日程調整がなかなかで
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市長 

 

経済部長 

 

 

 

 

市長 

 

きず、予定より遅れそうである。 

 現在、愛媛県のウエイトリフティング協会を通して日程調整を

行っているが、なかなか難しい。 

 

 太鼓祭りイベントでの鉢合わせが懸念されるが。 

 

 もし鉢合わせをすれば、次回から実行委員会や市が主催するイ

ベントに一切出場できないという条件を付けている。 

 市長は推進委員会の顧問であり、推進委員会において、鉢合わ

せのないように改めて要請いただく予定である。 

 

 そのほか、記念事業に関して問題点等はないか。 

もし問題等があれば、その都度報告していただきたい。 

 

（２）地方公営企業法適用移行事務について（環境部） 

環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

公共下水道における公営企業会計の導入については、平成３１

年度からの導入を目指しており、現在、固定資産管理システムと

企業会計システム構築業務の委託を行っている。 

また、これまでに水道局と組織統合を図ることを前提に移行準

備を進めていたが、今後は関係する庁内他部局課室との調整が必

要となることから、７月に関係する全課室に協議・調整項目とス

ケジュール等の説明を行い、その後、各課室との個別協議を進め

たいと考えている。 

現段階の関係する課室としては、企画部では総合政策課・財政

課、総務部では総務課・人事課・契約課・管財課、経済部では農

地整備課、建設部では道路課、出納室、監査委員事務局、議会事

務局議事課、水道局では水道総務課・工務課・水源管理課などを

予定している。 

ついては、企業会計移行が円滑に行われるよう関係各部局課室

のご協力をよろしくお願いしたい。 

なお、全体説明の会は７月１３日を予定しており、後日下水道

管理課からご連絡する。 

 

 雨水の水路については、どのようになるのか。 
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企画部長 

 

 

市長 

 

この件については、企業会計移行の検討の中で整理させていた

だいたらと思う。 

 

そのような事も含めて整理していただきたい。 

他になければ、以上で平成２９年度第４回庁議を終わる。 

 


